
 歌舞伎保存会の概要  

東白川村には相生座(宮代)・神田座(平)・日向座(日向) 3 つの芝居小屋があった。 

・相生座(宮代) 

明治 33 年に建築。昭和 36 年五加センター建設にあたり取り壊し。 

・神田座(平) 

元は神田神社近くにあったとされるが明治 19 年再建された。その後小学校の移転

等に伴い 2 回の移築を経て明治 42 年旧消防詰所隣に改築され、昭和 44 年維持運営

が困難となり取り壊し。 

・日向座(日向) 

    江戸時代から越原神社西隣にあり昭和 39 年維持運営が困難となり取り壊し。 

村の娯楽の中心であった地芝居(農村歌舞伎)も旅役者の来演や映画の進出により農村歌舞

伎は昭和 10 年頃から中断、その後歌舞伎は第 2 次世界大戦後昭和 26 年頃までに愛好者の手

により２、３回上演されたが、ラジオ・テレビなど新しいメディアの進出などにより衰退し 3

つの芝居小屋も取り壊されてしましました。 

その後、 

昭和 50 年「東白川村歌舞伎愛好会」発足 有志が集って 

昭和 52 年 9 月 29 日(神田神社例祭日) 山岡町の松本団升師匠（S52～H15）の指導のもと 

復活第 1 回公演（東白川中学校体育館にて）※以後 17 年間体育館で上演する 

平成 6 年「東白川村歌舞伎保存会」発足 同年はなのき会館が完成し会場を変更して上演 

   （H16 年～松本団女師匠に指導していただく） 

 

※H30.8.20 現在の会員数 341 名(特別会員 92 名・一般会員 249 名・村外賛助会員 23 名) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 今年の公演概要  

第 42 回東白川村郷土歌舞伎公演 

公演日･･･ 平成 30 年 9 月 16 日(日) 10 時開場／11 時開演 ※毎年第 3 日曜日 

開 場･･･ はなのき会館（神土 606 番地） ※駐車場あり(300 台収容) 

入場料･･･ 無料 

外 題･･･  

1 会 稽
かいけい

扇
おうぎ

曽我
そが

 ～鶴 ヶ 岡
つるがおか

八 幡
はちまん

対 面
たいめん

の場
ば

 

2 箱 根 霊 験 躄
はこねれいげんいざりの

仇 討
あだうち

 ～ 滝
たき

の場
ば

 

3 浮 世 柄
うきよづか

比 翼
ひよくの

稲 妻
いなずま

 ～仲 ノ 町
なかのまち

鞘 当
さやあて

の場
ば
（子ども歌舞伎） 

4 菅 原
すがわら

伝 授
でんじゅ

手 習
てならい

鑑
かがみ

 ～寺子屋
てらこや

の 段
だん

 

 

練 習･･･ 16 日間 7/7.15.21.22 8/4.5.18.19 9/8.9.10.11.12.13.14.15 

※7 月～9 月の土日の午後(13:30～21:00) 1 外題 2 時間程度 

指導者･･･ 松本団女師匠（H16 年～現在）  ※松本団升師匠（S52～H15） 

役 者･･･ 43 名（大人 26 名、中学生 4 名、小学生 13 名 ※歌舞伎保存会員） 

大道具･･･ 地元の大工や画家や電気設備 

      ↓昨年の公演の様子 


